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・
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狂
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の
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…
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．
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川
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助
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…
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庵
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研
究
」
…
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…
…
；
…
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…
…
・
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・
…
…
・
…
…
…
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．
．
…
・
…
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星
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「
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し
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学
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も
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…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
・
…
…
…
…
…
…
：

三
浦
豊
彦
著
「
快
適
環
境
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ァ
」
…
…
・
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
：

片
桐
一
男
著
「
側
学
、
そ
の
江
戸
と
北
陸
ｌ
大
槻
玄
沢
と
長
崎
浩
斎
ｌ
』
：
…
・
…
…
…
…
・
…
・
…
…
・
・
：

ト
ー
マ
ス
．
Ｄ
・
ブ
ロ
ッ
ク
著
言
－
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
ー
恢
学
の
脈
野
を
切
り
州
い
た
忍
耐
と
信
念
の
人
』

宗
川
一
著
『
渡
来
薬
の
文
化
誌
」
…
…
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…
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…
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…
・
・
…
…
・
…
…
…
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《本号の表紙絵》

アグリコラ(GeorgiusAgric()la,

1494-1555)はドイツ人で本名Ge()rg

Bauel･、ライプツィヒ、ボローニャ、

パドゥアで学び、はじめ語学を講じ

たが､フェララで医学の学位を得て、

当||寺栄えたボヘミアの鉱業都市ヨア

ヒムスタールの市医を勤め、その後

も研究を続けて、今日ではく鉱物学

の父＞として知られる。ラテン名を

名乗りラテン語で書いた彼の主著

Deremetallica(1556)は、当時の

鉱山・地質・鉱物学の集大成で、近

代産業の勃興に資するところが大き

かった。本書は多くの優れたさし絵

を含むが、これはその1枚である。

本書は医学的には、東ドイツのザ

クセン地方のエルツl1l地に働く鉱夫

たちのあいだに多発する肺の異常を

記述しており、アグリコラはパラケ

ルスス(1493-1541)と並んで、職業

性呼吸器疾患の早い記載者とされ

る。ただし、これが肺癌を含むこと

の証明は300余年の後になった。

この表紙絵はブリュッセル覆刻版

(1968、東大駒場蔵)から採ったが、

Deremetallicaは英語国では、みず

から鉱山冶金学者だった第31代米

国大統領HC.Hoover夫妻の手に

なる英訳本が流布する。邦訳は技術

史家三枝博音氏のものがあった。

なお､特にこの1枚を選んだのは、

凶の上でAとマークされた滑り台

型のふるいに目を止めていただきた

かったからである。このタイプのふ

るいは現代の建築場面にも登場して

Screenと呼ばれ(ただし、中央部は金

網)､疾病のふるい分けを指す近年の

医学用語スクリーニングの語源にな

っている。（三輪卓雨）
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